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営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 

 

 

 2026年３月期 第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）において、下記のと

おり営業外収益（為替差益）を計上しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

  

１． 営業外収益（為替差益）の内容 

   当第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）において、為替相場の変動に伴い、為

替差益226百万円を営業外収益に計上いたしました。これは、主に当社グループの外貨建資産・負債について、

当第３四半期末時点の評価替えによるものであります。その結果、当第３四半期連結累計会計期間（2025年４月

１日から2025年12月31日まで）の為替差益は、252百万円となりました。 

なお、上記の金額は2026年３月期第３四半期末時点での為替相場の影響による為替差益であり、今後の為替

相場の状況により変動いたします。 

 

２．業績に与える影響 

  営業外収益（為替差益）の計上による業績への影響につきましては、本日公表の「2026年３月期 第３四半期

決算短信［日本基準］（連結）」をご参照ください。 
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